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本研究では、横断地下道における犯罪不安感、利⽤しやすさ、気持ちよさなどからくる安全・利便・快適性に着⽬し、昨年度に⾏った現地調査をもとに、実験室で
の評価が可能な要因についてCGシミュレーション画像を⽤いた評価実験を⾏い、評価との関連について分析した。主な結果を以下に⽰す。(1)幅員と⾼さは、幅員
が広くなるほど⾼さが低く感じられ、また、⾼さが⾼くなるほど幅員は狭く感じられる。(2)幅員、⾼さを変化させても、延⻑についての感じ⽅に⼤きな変化はみ
られない。(3)幅員については、延⻑を短くするほど広く感じられるが、⾼さについては、延⻑が⻑くなるほど、D/H<1の縦⻑のものはより⾼く、D/H>1の横⻑の
ものはより広く、断⾯形状が強調されて感じられる。(4)怖さについては、幅員が狭いもの、延⻑が⻑いもの、D/H<1のものの⽅が、より怖く感じられる。(5)照
明の数が少なく暗いものほどより狭く、低く怖く感じられる。 
さらに、歩⾏者専⽤空間の快適性の対象として、歩道舗装の⾊彩についても同様のCGシミュレーションによる評価実験を⾏った。結果は以下の通り。(1)めだち度
の評価に対して、好感度、使⽤可能度の評価は反⽐例の関係をもつ。また、好感度より使⽤可能度の⽅がやや⾼く評価されている。(2)彩度が低くなるとめだち度
も低くなり、好感度、使⽤可能度は⾼くなる。(3)明度は6が最も評価が⾼く、次いで8と、やや明るい⾊が評価がよい。(4)⾊相については⻘、紫系は全体的に評価
が低い。(5)被験者属性や、歩道の背景となる沿道の⼟地利⽤や背景の⾊彩等による影響も⼤きいと考えられるが、そうした要因との関連の解明は今後の課題であ
る。

[Publications] ⽵⽥恵⼦: "CG画像を⽤いた地下横断歩道に対する利⽤者の快適性評価" 都市計画論⽂集. 28. 169-174 (1993) 

https://kaken.nii.ac.jp/en/report/KAKENHI-PROJECT-05750502/057505021993jisseki/
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);

